






































はメソジスト運動 6)を中心に展開し、これが英国教会内部における福音主義運動 (Evangelical 
Revival)を呼び覚ますと同時に、非国教派 7)と呼ばれた諸教派の間にも福音主義回帰の流れ
を起こさせた。この非国教諸派を中心として 1795年に組織された海外布教団がロンドン伝
























の提言に基づいて、1810年、海外布教団であるアメリカン・ボード (American Board of 
Commisioners for Foreign Missions)が組織された。アメリカ人で最初の中国への宣教師とな
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目的のために、1814年にはバプテスト・ボード (The Baptisit Board of Foreign Missions in 






















































































































































































































































































































































には医薬伝道会 (Medical Missionary Society)が組織され、いずれもブリッジマンが理事また
は副理事として中心的な役割を果たした。
モリソン教育協会は、ブリッジマンとジョン・モリソンの他、ウィリアム・ジャーディ
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